
要
旨

江
戸
時
代
前
期
、
元
禄
期
頃
ま
で
の
「
絵
本
」
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
師
宣
絵
本
」
は
、
い
か
な
る
中
身
を
も
っ
て
世
に
現

れ
た
の
か
。
も
っ
と
も
、
師
宣
絵
本
は
「
絵
本
」
の
語
を
書
名
に
冠
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
多
く
「
絵
づ
く
し
」
の
語
を
用
い
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
板
元
の
鱗
形
屋
三
左
衛
門
が
、
延
宝
期
後
半
以
降
、
出
版
し
た
師
宣
絵
本
は
、
二
二
点
ほ
ど
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
う

ち
「
絵
づ
く
し
」
と
い
う
接
尾
辞
を
伴
っ
た
師
宣
絵
本
が
、
延
宝
八
年
五
月
の
『
大
和
侍
農
絵
づ
く
し
』
以
下
、
計
一
○
点
ほ
ど
あ
る
。
そ
れ

ら
の
師
宣
絵
本
の
序
文
や
刊
語
で
は
、
「
絵
づ
く
し
」
を
「
絵
本
づ
く
し
」
と
言
い
替
え
て
い
る
。
「
絵
づ
く
し
」
も
、
「
絵
本
づ
く
し
」
も
、
絵

の
手
本
を
集
め
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
絵
手
本
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
鱗
形
屋
が
「
絵
づ
く
し
」
を
最
初
に
題
名
に
付
け
た
の
は
、
『
大
和
侍

農
絵
づ
く
し
』
『
大
和
絵
づ
く
し
』
『
大
和
武
者
絵
』
（
む
し
や
絵
づ
く
し
）
の
三
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
大
和
武
者
絵
』
（
む
し
や
絵
づ
く
し
）

の
闇
計
な
る
人
物
の
序
文
に
は
、
師
宣
は
大
和
絵
の
風
俗
に
つ
い
て
、
土
佐
、
狩
野
、
長
谷
川
家
の
筆
意
に
基
づ
き
な
が
ら
、
自
ら
の
画
技
に

よ
っ
て
工
夫
を
加
え
て
一
流
を
極
め
、
浮
世
絵
師
の
名
を
得
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
鱗
形
屋
は
、
師
宣
の
工
夫
が
加
わ
っ
た
、
大
和
絵
の
「
絵

手
本
」
の
普
及
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。
師
宣
は
『
大
和
絵
づ
く
し
』
に
お
い
て
、
謡
曲
、
『
伊
勢
物
語
』
『
源
氏
物
語
』
『
平
家
物
語
』
に
取
材

し
た
古
典
風
の
絵
や
、
絵
巻
に
拠
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
絵
を
集
め
て
い
る
が
、
と
く
に
謡
曲
関
連
の
絵
に
、
師
宣
の
工
夫
が
認
め
ら
れ
る
。

菱
川
師
宣
絵
づ
く
し
考

鈴
木
淳
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ま
ず
、
古
語
と
し
て
の
「
絵
本
」
に
つ
い
て
、
今
日
の
辞
普
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
の
か
を
見
て
お
き
た
い
。
絵
本
の
語

（
１
）

義
に
つ
い
て
は
、
角
川
書
店
の
『
古
語
大
辞
典
』
が
広
く
用
例
を
集
め
、
か
な
り
踏
み
込
ん
だ
解
釈
を
試
み
て
い
る
の
で
参
考
に
な
る
。

す
な
わ
ち
同
辞
典
は
、
江
戸
時
代
の
木
板
の
絵
本
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

出
版
物
の
ジ
ャ
ン
ル
の
名
と
し
て
の
称
。
絵
手
本
と
し
て
の
絵
本
②
に
追
随
し
て
、
説
明
的
な
、
あ
る
い
は
風
俗
的
な
絵
を
提
供
す

る
半
紙
本
が
行
わ
れ
、
特
に
上
方
で
、
享
保
期
よ
り
、
長
谷
川
光
信
・
西
川
祐
信
ら
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
②
に

な
ら
っ
て
絵
本
と
称
し
、
書
名
に
「
絵
本
」
を
冠
し
た
。
「
絵
（
画
）
本
」
と
い
う
語
は
そ
れ
の
対
語
と
し
て
の
「
読
本
」
と
い
う

語
の
成
立
に
関
係
し
た
。
こ
の
よ
う
な
絵
本
は
江
戸
へ
も
波
及
し
、
享
保
末
期
よ
り
奥
村
政
信
、
続
い
て
石
川
豊
信
・
北
尾
辰
宣
ら

が
「
絵
本
」
と
称
す
る
も
の
を
次
々
に
刊
行
し
た
。

「
絵
本
」
の
成
立
期
で
あ
る
江
戸
時
代
前
期
、
延
宝
期
か
ら
元
禄
期
頃
ま
で
に
出
板
さ
れ
た
代
表
的
な
「
絵
本
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
師

宣
絵
本
」
で
あ
る
。
そ
の
「
師
宣
絵
本
」
に
つ
い
て
、
と
く
に
典
型
的
な
例
を
、
鱗
形
屋
か
ら
出
さ
れ
た
、
一
連
の
「
絵
づ
く
し
」
に
求

め
て
、
そ
れ
ら
が
、
い
か
な
る
原
型
に
発
し
、
い
か
な
る
板
元
の
戦
略
、
画
工
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
世
に
出
た
の
か
を
考
え
て

み
た
い
。
簡
単
に
い
う
と
、
「
師
宣
絵
本
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
江
戸
時
代
の
「
絵
本
」
の
核
心
は
何
か
と
い
う

こ
と
に
直
結
す
る
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
狙
い
が
単
純
な
割
に
、
そ
の
論
証
に
は
一
筋
縄
で
は
行
か
な
い
も
の
が
あ
り
、
「
絵

本
」
「
絵
づ
く
し
」
な
ど
の
語
の
用
例
を
め
ぐ
っ
て
、
い
さ
さ
か
迂
遠
と
も
思
え
る
よ
う
な
手
続
き
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ

め
了
解
い
た
だ
き
た
い
。 一

、
「
絵
本
」
の
語
義
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す
な
わ
ち
、
享
保
以
来
の
上
方
の
西
川
祐
信
、
長
谷
川
光
信
ら
に
よ
る
、
「
絵
本
」
を
冠
称
し
た
板
本
は
、
「
絵
本
②
」
に
倣
っ
て
「
絵

本
」
と
称
し
た
の
で
あ
る
と
す
る
。
『
古
語
大
辞
典
』
の
「
絵
本
②
」
の
説
明
は
、

②
絵
を
描
く
た
め
の
手
本
。
粉
本
。
室
町
時
代
に
は
、
幕
府
の
府
庫
よ
り
唐
絵
が
諸
画
家
に
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
絵
を
描
く
た
め
の
手
本
」
は
、
す
な
わ
ち
「
絵
手
本
」
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
い
い
直
す
と
、

享
保
以
降
、
上
方
の
祐
信
ら
に
よ
っ
て
、
書
名
に
冠
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
絵
本
」
の
語
は
、
そ
れ
以
前
の
「
絵
手
本
」
の
内
実
を

踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

右
の
叙
述
は
、
正
徳
期
の
『
絵
本
初
心
柱
立
』
な
ど
、
祐
信
に
先
行
す
る
絵
本
の
例
が
あ
る
こ
と
や
、
「
北
尾
辰
宣
」
は
上
方
の
絵
師

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
若
干
の
修
正
を
要
す
る
点
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
さ
し
た
る
問
題
で
は
な
い
。
不
審
な
の
は
、
『
古
語
大
辞
典
』
の

解
説
が
、
師
宣
絵
本
に
代
表
さ
れ
る
、
享
保
期
よ
り
前
の
木
板
の
「
絵
本
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
素
通
り
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

原
因
は
、
師
宣
は
絵
本
作
家
で
あ
り
な
が
ら
、
自
ら
の
書
名
に
は
「
絵
本
」
の
語
を
冠
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、

『
古
語
大
辞
典
』
が
冠
称
に
そ
こ
ま
で
拘
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
絵
づ
く
し
」
の
項
目
で
「
絵
本
」
の
説
明
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
「
絵
づ
く
し
」
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
祐
信
絵
本
が
「
絵
本
②
」
の
内
実
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
す
る
説
明
は
、
基
本
的
に
は
肯
緊
に
当
た
っ

た
見
解
と
い
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
『
古
語
大
辞
典
』
等
が
こ
ぞ
っ
て
②
の
例
証
と
す
る
の
は
、
一
六
○
四
年
刊
の
『
日
葡
辞
書
』
の

補
遺
に
、

（
⑨
凸
）

国
各
自
．
エ
ホ
ン
（
絵
本
）
絵
を
描
く
手
本
と
な
る
写
本
や
原
本

と
あ
る
記
述
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
絵
を
描
く
た
め
の
手
本
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
絵
手
本
」
が
通
常
、
意
味
す
る
と
こ
ろ

に
帰
す
る
。
こ
の
『
日
葡
辞
書
』
が
編
ま
れ
た
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
は
、
絵
を
伴
っ
た
板
本
は
ご
く
稀
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
い
う
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著
者
の
長
谷
川
等
伯
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
長
谷
川
家
の
祖
と
し
て
仰
が
れ
る
桃
山
時
代
の
絵
師
で
、
等
春
は
等
伯
の
父
宗
清
の
師
で
あ

る
。
相
阿
弥
は
、
能
阿
弥
の
孫
で
、
や
は
り
足
利
幕
府
の
同
朋
衆
。
夏
桂
は
南
宋
の
画
家
で
、
李
唐
に
学
ん
で
、
院
体
山
水
画
を
代
表
す

る
。
等
春
の
言
葉
と
し
て
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
自
身
が
絵
本
を
持
っ
て
来
な
か
っ
た
の
で
、
能
阿
弥
の
と
こ
ろ
か
ら
夏
桂
画
の
手

本
を
取
り
寄
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
長
谷
川
家
が
絵
本
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
と
と
も
に
、
幕
府
が
所
持
し
て

い
た
唐
絵
の
絵
本
を
、
能
阿
弥
が
管
理
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
例
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
辞
書
類
に
は
な
い
が
、
土
佐
家
の
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
室
町
時
代
後
期
、
絵
所
預
に
任
じ
、
土
佐
様
式
の

確
立
者
と
仰
が
れ
る
土
佐
光
信
の
子
光
茂
は
、
戦
乱
の
災
禍
を
蒙
り
、
経
済
的
な
窮
乏
に
加
え
て
、
土
佐
家
の
継
嗣
問
題
に
苦
悶
の
日
々

を
送
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
光
茂
が
、
戦
死
し
た
嫡
子
の
光
元
の
三
人
の
遺
児
を
、
玄
二
（
土
佐
光
吉
）
に
託
す
べ
く
送
っ
た
譲
り
状

「
絵
本
」
は
肉
筆
に
よ
る
画
帖
、
画
巻
、
あ
る
い
は
絵
草
紙
の
類
を
対
象
に
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
い
で
、
建
長
六
年
（
届
竪
）
の
成
立
で
あ
る
『
古
今
著
聞
集
』
三
「
紫
展
殿
賢
聖
障
子
井
び
に
清
涼
殿
等
の
障
子
画
の
事
」
に
、

あ
づ
か
り

此
の
障
子
の
絵
本
ど
も
、
鴨
居
殿
の
御
倉
に
ぞ
侍
る
な
る
、
建
長
の
造
内
裏
の
と
き
、
絵
所
の
預
前
加
々
権
守
有
房
、
絵
本
を
も

た
ざ
り
け
れ
ば
、
取
出
し
て
か
典
せ
ら
れ
け
り

（
３
）

と
あ
る
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
襖
、
障
子
な
ど
に
描
く
絵
の
手
本
が
、
京
都
の
室
町
西
、
押
小
路
南
の
鴨
居
に
あ
っ
た
御
蔵
に
収

め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
建
長
年
間
の
内
裏
造
営
に
当
た
っ
て
、
宮
廷
絵
師
の
有
房
が
そ
こ
か
ら
手
本
を
取
り
出
し
て
、
障
子
絵
を
描
い
た

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
宮
廷
が
所
持
し
て
い
た
絵
本
の
例
で
あ
る
。

（
４
）

ま
た
、
慶
長
初
年
頃
成
立
の
『
等
伯
画
説
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ま
い
ら
ず

な
る
べ
か
ら
ず

等
春
ガ
云
、
絵
本
ヲ
持
テ
不
参
候
間
、
不
可
成
卜
申
也
、
去
ハ
相
阿
弥
ガ
所
へ
取
二
遣
ト
テ
五
十
枚
来
也
、
其
ノ
内
、
夏
桂
ガ
絵
本

ヲ
以
、
三
枚
書
テ
上
ル
也

－5－



（
５
）

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
光
茂
が
、
遺
児
養
育
の
見
返
り
と
し
て
、
家
職
は
も
と
よ
り
、
「
代
々
絵
本
、
証
文
、
知
行
」
な
ど
一
切
の
譲
渡
を

申
し
送
っ
た
と
い
う
。
「
代
々
絵
本
」
と
は
、
土
佐
家
に
伝
わ
る
手
本
や
縮
図
の
類
で
あ
り
、
土
佐
家
を
や
ま
と
絵
の
棟
梁
た
ら
し
め
る

レ
ゾ
ン
・
デ
ー
ト
ル
に
も
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

上
記
の
「
絵
本
」
の
語
例
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
も
の
で
、
い
ず
れ
も
「
絵
手
本
」
の
意
味
を
本
質
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
一
々
の
検
証
は
省
く
が
、
鄙
見
に
よ
れ
ば
、
江
戸
初
期
ま
で
の
語
例
の
う
ち
、
説
が
分
か
れ
る
『
鳥
獣
戯
画
』
を
除
け
ば
、

い
ず
れ
も
「
絵
手
本
」
も
し
く
は
立
花
、
建
築
、
服
飾
の
「
雛
形
本
」
の
範
囲
を
出
な
い
と
考
え
て
い
る
。
「
絵
手
本
」
と
「
雛
形
本
」

は
、
絵
の
手
本
か
、
絵
以
外
の
も
の
の
雛
形
か
と
い
う
相
違
は
あ
る
が
、
絵
に
よ
る
手
本
と
い
う
本
質
は
通
底
し
て
い
る
。
か
つ
、
「
絵

本
」
の
語
が
持
つ
特
質
と
し
て
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
事
柄
と
し
て
見
逃
せ
な
い
の
は
、
和
漢
画
の
「
絵
本
」
の
管
理
者
が
、
「
絵
手
本
」

と
し
て
は
宮
廷
、
幕
府
、
有
力
寺
院
な
ど
の
権
威
、
も
し
く
は
土
佐
、
狩
野
、
長
谷
川
な
ど
の
由
緒
あ
る
絵
師
の
家
に
限
ら
れ
、
立
花
、

建
築
、
服
飾
な
ど
の
「
雛
形
本
」
も
専
門
の
公
家
や
有
力
寺
院
が
掌
握
し
て
い
た
感
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
前
者
に
つ
い
て
い
え

ば
、
宮
廷
、
幕
府
以
外
で
は
、
表
立
っ
て
は
名
立
た
る
家
々
の
絵
師
た
ち
し
か
、
「
絵
本
」
を
自
由
に
取
り
扱
う
環
境
に
な
か
っ
た
と
い

え
る
。
よ
っ
て
、
「
絵
本
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
れ
以
外
の
人
々
が
軽
々
に
使
え
る
言
葉
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
語
例
と
し
て
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
が
挙
げ
る
、
宝
永
五
年
（
ご
ｇ
）
の
狩
野
元
信
百
五
十
年
忌
を
当
て
込
ん
だ
竹
本

（
Ｒ
ｕ
）

座
の
上
場
と
推
定
さ
れ
る
、
浄
瑠
璃
『
傾
城
反
魂
香
』
上
の
「
絵
本
」
を
見
て
置
き
た
い
。

よ
り
か
た

近
江
の
国
の
大
名
六
角
左
京
の
大
夫
頼
賢
殿
と
申
す
は
、
佐
々
木
源
氏
の
旗
頭
高
島
の
や
か
た
と
て
、
系
図
所
領
な
ら
び
な
き
大
将

（
『
禁
苑
文
書
』
所
収
）
に
、

我
々
家
諸
職
之
事
、
一

進
退
候
者
也

井
代
々
絵
本
、
証
文
、
知
行
等
譲
置
候
、
然
者
孫
三
人
之
儀
養
育
頼
入
候
、
其
外
被
官
共
等
事
、
不
相
替
可
為
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な
る
が
将
軍
家
の
御
意
を
受
け
、
本
朝
名
木
の
松
の
絵
本
を
集
め
ら
る
。

女
郎
は
つ
と
顔
を
な
が
め
、
さ
て
は
狩
野
四
郎
二
郎
元
信
様
と
は
御
身
の
上
か
。
恥
を
つ
つ
む
も
時
に
よ
る
何
を
か
く
さ
ん
わ
し
こ

す
ゐ

と
は
、
土
佐
の
将
監
光
信
が
娘
な
る
が
、
父
は
一
と
せ
勅
勘
受
け
今
浪
人
の
う
き
渡
世
、
こ
の
身
に
沈
む
は
申
さ
ず
と
も
推
し
て
泣

い
て
下
さ
ん
せ
。
さ
て
武
隈
の
松
の
図
は
土
佐
の
家
の
秘
伝
の
絵
本
、
も
ら
す
こ
と
は
か
な
は
ね
ど
も
、

『
傾
城
反
魂
香
』
は
、
狩
野
元
信
が
土
佐
光
信
の
女
婿
と
な
り
、
絵
所
預
と
な
っ
た
史
実
に
、
他
の
説
話
等
を
絡
め
た
時
代
傾
城
物
で

あ
る
。
「
絵
本
」
の
語
は
、
二
箇
所
に
出
て
く
る
が
、
前
者
は
、
大
名
の
六
角
頼
賢
が
将
軍
家
の
意
向
を
受
け
て
、
日
本
の
名
木
の
松
を

描
い
た
絵
本
を
集
め
る
と
い
う
く
だ
り
で
あ
り
、
後
者
は
、
光
信
の
娘
が
元
信
に
対
し
て
、
土
佐
家
秘
伝
の
絵
本
を
漏
ら
す
と
い
う
く
だ

り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
「
絵
手
本
」
の
意
で
使
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
「
土
佐
の
家
の
秘
伝
の
絵
本
」
と
仰
々
し
く
い
う
の
は
、
手
の
届

か
な
い
物
に
対
す
る
庶
民
的
な
感
覚
と
し
て
、
自
然
な
受
け
止
め
方
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
外
で
管
見
に
入
っ
た
の
は
、
浮
世
草
子
『
け
い
せ
い
色
三
味
線
』
江
戸
之
巻
に
、

素
人
末
社
が
半
太
夫
節
の
習
の
な
い
上
る
り
、
悉
皆
染
物
屋
の
絵
本
見
る
よ
う
な
事
を
語
出
し
て

（
７
）

云
々
と
あ
る
例
で
あ
る
。
脚
注
に
、
「
半
太
夫
節
に
小
紋
尽
あ
り
。
こ
れ
を
い
う
か
」
と
あ
る
の
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
こ
は
習
っ
た
こ
と

の
な
い
半
太
夫
節
の
浄
瑠
璃
を
、
染
物
屋
が
小
紋
帳
を
か
た
わ
ら
に
置
き
な
が
ら
仕
事
を
す
る
よ
う
に
、
た
ど
た
ど
し
く
語
り
出
し
て
の

意
味
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
絵
本
」
は
見
本
帳
の
よ
う
な
も
の
と
思
わ
れ
、
「
雛
形
本
」
の
内
と
見
倣
さ
れ
る
。
と
も
あ

れ
江
戸
時
代
も
、
少
な
く
と
も
元
禄
、
宝
永
頃
ま
で
は
、
「
絵
本
」
の
語
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
し
て
、
「
絵
手
本
」
「
雛
形
本
」
の
範
囲

で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
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板
元
総
覧
』
に
は
、

以
下
、
師
信
の
「
絵
本
」
の
考
察
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
後
に
詳
述
す
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
事
実
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
鈴
木
重
三
が
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
の
「
絵
本
」
の
項
目
で
、

延
宝
年
代
は
独
自
様
式
開
拓
期
で
、
筆
致
に
優
腕
さ
が
加
わ
り
、
人
物
と
背
景
と
の
調
和
が
良
く
、
人
物
の
姿
態
に
独
特
の
魅
力
を

も
つ
型
が
作
ら
れ
出
す
。
天
和
年
間
は
こ
の
様
式
樹
立
の
最
盛
期
で
、
風
俗
画
集
風
の
「
絵
尽
し
」
類
が
主
位
を
占
め
、
暢
艶
な
筆

（
８
）

致
で
、
ゆ
た
か
な
画
趣
を
見
せ
た
作
品
が
制
作
さ
れ
た
。

と
整
理
す
る
ご
と
く
、
い
わ
ゆ
る
師
宣
様
式
の
開
拓
期
か
ら
確
立
期
に
至
る
時
期
の
「
絵
本
」
は
、
風
俗
画
を
集
め
た
「
絵
尽
し
」
が
中

心
を
占
め
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
い
い
方
を
変
え
る
と
、
師
宣
絵
本
は
、
「
絵
本
」
と
い
い
な
が
ら
、
「
絵
本
」
の
語
を
書
名
に
冠
し

て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
に
多
く
「
絵
づ
く
し
」
の
語
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
師
宣
は
「
絵
本
」
と
い
う
語
を
使
わ
な

か
っ
た
の
か
。
ま
た
「
絵
づ
く
し
」
と
い
う
語
で
何
を
表
そ
う
と
し
た
の
か
。
師
宣
の
「
絵
づ
く
し
」
が
解
明
さ
れ
れ
ば
、
師
宣
の
「
絵

本
」
も
自
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

師
宣
絵
本
と
称
さ
れ
る
も
の
を
出
板
し
た
の
は
山
形
屋
、
本
問
屋
、
松
会
な
ど
、
江
戸
の
複
数
の
本
屋
に
亘
る
が
、
い
ち
ば
ん
中
心
的

に
刊
行
し
た
の
は
鱗
形
屋
三
左
衛
門
で
あ
る
。
鱗
形
屋
は
万
治
頃
に
江
戸
で
創
業
し
た
地
本
屋
の
老
舗
で
あ
る
が
、
元
禄
二
年
の
『
江
戸

（
９
）

図
鑑
綱
目
』
に
は
、
地
本
屋
と
し
て
松
会
三
四
郎
、
山
本
九
左
衛
門
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
、
山
形
屋
市
郎
右
衛
門
ら
と
と
も
に
列
記
さ
れ
る
。

ま
た
鱗
形
屋
の
初
代
は
加
兵
衛
、
二
代
目
は
三
左
衛
門
、
三
代
目
は
孫
兵
衛
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
井
上
隆
明
編
『
改
訂
増
補
近
世
書
林

二
、
鱗
形
屋
の
戦
略
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鱗
形
屋
の
出
板
の
初
発
は
、
旧
来
は
、
万
治
三
年
九
月
に
「
う
ろ
こ
か
た
や
新
板
」
と
し
て
出
さ
れ
た
『
吉
原
か
が
み
』
と
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
「
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
」
第
十
一
巻
『
遊
女
評
判
記
集
』
の
野
間
光
辰
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
れ

（
ｕ
）

を
遡
る
評
判
記
に
『
高
屏
風
く
だ
物
が
た
り
』
が
あ
り
、
以
下
、
寛
文
八
年
ま
で
に
七
点
ほ
ど
の
遊
女
評
判
記
を
出
し
た
の
を
は
じ
め
、

古
浄
瑠
璃
、
俳
書
、
江
戸
板
な
ど
も
手
掛
け
て
い
る
。
ま
た
野
間
氏
は
、
『
高
屏
風
く
だ
物
が
た
り
』
の
挿
絵
を
師
宣
風
と
評
し
て
お
り
、

（
咽
）

柏
崎
順
子
の
「
鱗
形
屋
」
は
、
寛
文
八
年
に
出
さ
れ
た
『
吉
原
こ
ま
ざ
ら
い
』
、
『
吉
原
よ
ぶ
こ
烏
』
、
俳
書
の
『
や
つ
こ
俳
譜
』
に
は
、

す
で
に
師
宣
の
挿
絵
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

つ
い
で
、
鱗
形
屋
は
延
宝
期
後
半
に
な
る
と
、
に
わ
か
に
師
宣
の
絵
を
前
面
に
押
し
出
し
た
本
を
手
懸
け
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
天

和
年
間
に
入
る
と
、
出
板
活
動
の
主
力
を
師
宣
絵
本
に
注
ぐ
ま
で
に
至
っ
た
。
こ
の
時
期
の
鱗
形
屋
の
主
人
が
二
代
目
の
三
左
衛
門
で
あ

（
昭
）

る
こ
と
は
、
刊
語
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
い
ま
松
平
進
『
師
宣
祐
信
絵
本
書
誌
』
を
参
考
に
、
披
見
し
た
デ
ー
タ
を
加
え
て
、
鱗
形

屋
が
刊
行
し
た
師
宣
在
銘
の
絵
本
、
絵
入
り
本
に
つ
い
て
絵
師
署
名
と
書
騨
名
標
記
を
併
せ
て
掲
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

（
Ｍ
）

①
延
宝
三
年
余
月
『
若
衆
遊
伽
羅
之
枕
』
一
冊
（
鱗
形
屋
板
）

（
Ⅲ
）

と
あ
る
。 ○

鱗
形
屋
三
左
衛
門
鶴
林
堂
山
野
氏
、

江
戸
大
伝
馬
町
三
丁
目

愛
護
の
若
寛
永
５

吉
原
か
堅
見
万
治

＊
鱗
形
屋
の
元
締
。

版
画
。
こ
の
あ
と

見
万
治
３

の
元
締
。
前
者
は
後
印
か
。
営
業
は
万
治
～
元
禄
か
。
正
本
、
芝
居
本
、
評
判
記
、
赤
本
、
黄
表
紙
。
師
宣
、
清
倍
の

こ
の
あ
と
孫
兵
衛
が
鱗
形
屋
の
主
流
に
な
る
。

r
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⑨
同
年
三
月
『
小
袖
の
す
が
た
み
』
半
紙
本
一
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
画
之
、
う
ろ
こ
か
た
や
開
板
）

⑩
同
年
五
月
『
団
扇
絵
づ
く
し
』
大
本
一
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
師
宣
筆
、
う
ろ
こ
か
た
や
開
板
）

⑪
同
年
七
月
『
大
和
の
お
ほ
よ
せ
』
大
本
一
冊
（
鱗
形
屋
開
版
）

（
Ⅳ
）

⑫
同
三
年
五
月
『
美
人
絵
づ
く
し
』
大
本
三
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
吉
兵
衛
筆
、
鱗
形
屋
板
行
）

⑬
同
年
五
月
『
花
鳥
絵
づ
く
し
』
大
本
一
冊
（
画
師
菱
川
真
跡
、
鱗
形
屋
開
板
）

⑭
同
三
年
七
月
『
恋
の
み
な
か
み
』
大
本
一
冊
（
鱗
形
屋
開
板
）

⑮
同
四
年
正
月
『
当
世
早
流
雛
形
』
大
本
二
巻
一
冊
（
画
師
菱
川
真
跡
、
鱗
形
屋
開
板
）

芯
さ
け

（
肥
）

⑯
貞
享
初
年
刊
『
情
の
う
わ
も
り
』
大
本
三
冊
（
日
本
絵
師
菱
河
吉
兵
衛
師
宣
、
鱗
形
屋
開
板
）

⑰
貞
享
二
年
正
月
『
古
今
武
士
道
絵
づ
く
し
』
大
本
一
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
氏
師
宣
、
う
ろ
こ
や
開
板
）

⑱
同
年
正
月
『
山
三
情
の
通
路
』
大
本
一
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
吉
兵
衛
尉
、
う
ろ
こ
や
開
板
之
）、

②
延
宝
六
年
正
月
、
『
百
人
一
首
像
讃
抄
』
大
本
三
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
吉
兵
衛
師
信
、
鱗
形
屋
新
板
）

（
晦
）

③
同
年
正
月
、
『
恋
の
息
う
つ
し
』
大
本
一
冊
（
う
ろ
こ
形
や
開
板
）

④
同
八
年
五
月
、
『
大
和
侍
農
絵
づ
く
し
』
大
本
一
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
吉
兵
衛
尉
、
鱗
形
屋
三
左
衛
門
）

⑤
同
年
五
月
、
『
大
和
絵
づ
く
し
』
大
本
一
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
吉
兵
衛
尉
、
鱗
形
屋
三
左
衛
門
）

⑥
同
年
か
、
『
大
和
武
者
絵
』
（
む
し
や
絵
づ
く
し
）
大
本
一
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
吉
兵
衛
尉
、
鱗
形
屋
三
左
衛
門
）

⑦
天
和
二
年
正
月
『
岩
木
絵
づ
く
し
』
大
本
二
巻
一
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
吉
兵
衛
師
信
、
鱗
形
屋
開
板
）

⑧
同
年
正
月
『
浮
世
続
絵
尽
』
大
本
一
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
氏
、
板
本
鱗
形
屋
三
左
衛
門
）
。
天
和
四
年
正
月
再
板
改
題
、
『
当
風

（
賂
）

品
絵
づ
く
し
』
大
本
一
冊
刊
。
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右
の
通
り
、
鱗
形
屋
三
左
衛
門
が
本
格
的
に
師
宣
の
絵
入
り
本
に
取
り
組
ん
だ
最
初
は
、
延
宝
六
年
の
『
百
人
一
首
像
賛
抄
』
と
春
本

の
『
恋
の
息
う
つ
し
』
で
あ
る
。
一
方
、
同
じ
年
、
本
問
屋
か
ら
『
吉
原
恋
の
道
引
』
と
『
古
今
役
者
物
語
』
が
出
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら

に
延
宝
八
年
に
は
同
じ
く
本
間
屋
か
ら
『
小
倉
山
百
人
一
首
』
が
出
さ
れ
る
。
あ
た
か
も
鱗
形
屋
と
本
問
屋
が
互
い
に
競
っ
て
、
師
宣
の

絵
入
り
本
の
出
板
の
主
導
権
争
い
を
演
じ
て
い
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
、
厳
密
に
は
「
絵
本
」
で
は
な
く
、
吉
原
や

歌
舞
伎
の
案
内
記
、
評
判
記
、
春
本
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
鱗
形
屋
は
、
他
の
本
屋
と
の
差
別
化
を
図
り
、
一
定
の
戦
略
の
元
に
、

師
宣
絵
本
を
本
格
的
に
取
り
扱
う
に
至
る
。
そ
の
戦
略
と
は
、
延
宝
末
年
か
ら
天
和
年
間
に
か
け
て
の
「
絵
づ
く
し
」
と
銘
打
っ
た
絵
本

「
絵
づ
く
し
」
と
い
う
接
尾
辞
を
伴
っ
た
師
宣
絵
本
は
、
延
宝
八
年
五
月
の
『
大
和
侍
農
絵
づ
く
し
』
以
下
、
計
一
○
点
ほ
ど
あ
る
。

そ
の
う
ち
⑥
『
大
和
武
者
絵
』
（
む
し
や
絵
づ
く
し
）
は
、
従
来
、
初
板
の
外
題
篭
は
確
認
さ
れ
お
ら
ず
、
序
題
の
「
大
和
武
者
絵
」
を

以
て
書
名
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
序
中
に
「
や
ま
と
む
し
や
の
ゑ
っ
く
し
」
、
ま
た
刊
語
に
「
む
し
や
絵
本
つ
く
し
」
と
あ
る
こ
と
、

（
釦
）

さ
ら
に
天
和
三
年
九
月
、
鱗
形
屋
再
板
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
本
「
大
和
絵
む
し
や
絵
つ
く
し
」
に
は
、
「
大
和
絵
む
し
や
絵
つ
く

し
□
」
と
あ
る
題
篭
が
貼
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
か
れ
こ
れ
勘
案
し
て
、
「
絵
づ
く
し
」
の
仲
間
に
加
え
る
の
が
適
当
と
判
断
さ
れ

ア
。
◎

の
継
続
的
な
板
行
で
あ
っ
た
。

⑲
同
年
四
月
『
源
氏
大
和
絵
鑑
』
半
紙
本
二
冊
（
大
和
画
師
菱
河
氏
師
宣
筆
、
う
ろ
こ
か
た
や
開
板
）

⑳
同
三
年
正
月
『
大
和
絵
の
こ
ん
げ
ん
』
大
本
四
冊
（
大
和
画
工
菱
河
氏
師
宣
、
う
ろ
こ
か
た
や
開
板
）

（
岨
）

⑳
同
四
年
『
花
の
さ
か
づ
き
』
大
本
一
冊
（
鱗
形
屋
板
）

⑳
元
禄
二
年
正
月
『
異
形
仙
人
つ
く
し
』
大
本
三
冊
（
鱗
形
屋
開
板
）

以
上
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昔
咄
と
お
伽
ぱ
な
し
と
は
短
編
で
あ
る
が
、
物
語
の
体
を
具
備
し
て
を
る
。
之
は
仮
り
に
物
語
体
と
名
付
け
て
置
く
。
又
何
尽
し
、

何
揃
へ
の
内
に
も
、
其
絵
に
つ
い
て
解
釈
も
し
く
は
説
明
を
与
へ
た
も
の
が
あ
り
、
た
だ
名
目
だ
け
を
単
語
図
式
に
記
し
た
だ
け
の

も
の
も
あ
る
。
其
他
短
歌
・
地
口
の
類
、
説
話
と
し
て
筋
の
通
ら
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
之
を
一
括
し
て
節
用
体
と
命
じ
て
お
く
。

こ
の
内
、
「
物
語
体
」
は
「
絵
入
り
本
」
と
い
う
べ
き
で
、
「
絵
本
」
と
は
い
い
が
た
い
が
、
「
何
尽
し
、
何
揃
へ
」
と
「
節
用
体
」
は
、

基
本
的
に
「
絵
本
」
の
範
鴫
に
入
る
べ
き
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
二
番
目
の
「
何
尽
し
、
何
揃

へ
」
の
内
実
を
持
っ
た
も
の
で
あ
り
、
一
定
の
テ
ー
マ
の
元
に
集
め
ら
れ
、
絵
が
主
、
詞
が
従
の
体
裁
を
有
す
る
も
の
で
、
か
つ
各
絵
に

で
は
、
鱗
形
屋
は
「
絵
づ
く
し
」
の
書
名
を
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
思
い
付
い
た
の
か
。
「
づ
く
し
」
や
同
じ
意
味
の
「
ぞ
ろ
え
」
を
接

（
剛
）

尾
語
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
早
く
水
谷
不
倒
が
『
草
双
紙
と
読
本
の
研
究
』
の
中
で
、
江
戸
の
赤
小
本
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
三
つ

以
上
の
他
に
も
、
貞
享
二
年
二
月
刊
『
和
国
諸
職
絵
づ
く
し
』
四
冊
は
、
板
元
未
詳
な
が
ら
、
刊
語
の
様
式
な
ど
か
ら
し
て
、
鱗
形
屋

板
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
署
名
は
「
絵
師
菱
河
師
宣
［
印
］
」
で
、
姓
を
「
菱
河
」
と
す
る
の
は
、
こ
の
時
期
の
特

徴
で
あ
る
。
ま
た
「
絵
づ
く
し
」
と
類
似
す
る
題
名
と
し
て
、
「
お
ほ
よ
せ
」
「
絵
鑑
」
の
二
点
が
あ
る
が
、
逆
に
「
絵
づ
く
し
」
の
付
か

な
い
も
の
は
、
注
釈
の
『
百
人
一
首
像
讃
抄
』
、
春
本
の
『
恋
の
息
う
つ
し
』
『
恋
の
み
な
か
み
』
『
情
の
う
わ
も
り
』
『
花
の
さ
か
づ
き
』
、

小
袖
雛
形
本
の
『
小
袖
の
す
が
た
み
』
『
当
世
早
流
雛
形
』
、
芝
居
本
『
山
三
情
の
通
路
』
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
板
（
『
好
色
一
代
男
』
）
『
大
和

絵
の
こ
ん
げ
ん
』
な
ど
で
、
み
な
狭
い
意
味
で
の
「
絵
本
」
の
枠
か
ら
は
み
出
す
も
の
で
あ
る
。

に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。

三
、
「
絵
づ
く
し
」
の
原
型
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独
立
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
水
谷
氏
は
、
同
右
書
の
「
草
双
紙
の
起
源
」
の
中
で
、
具
体
的
な
例
と
し
て
『
日
本
む
ま
ぞ
ろ
へ
』

と
『
仙
人
づ
く
し
』
を
挙
げ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
は
草
双
紙
と
い
う
よ
り
、
「
絵
本
」
・
の
流
れ
の
中
で
位
置
付
け
る
も
の
で
あ
っ

江
戸
に
起
源
を
持
つ
と
さ
れ
る
赤
本
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
が
京
都
で
刊
行
さ
れ
た
小
本
の
子
供
絵
本
が
、
昭
和
の
末
期
、
三
重
県
松

阪
市
射
和
寺
の
地
蔵
胎
内
か
ら
十
点
ほ
ど
見
い
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
『
天
狗
ぞ
ろ
へ
』

（
鶴
屋
）
小
本
一
冊
、
『
ど
う
け
ゑ
づ
く
し
』
小
本
一
冊
、
『
悪
僧
づ
く
し
』
小
本
一
冊
の
三
点
に
、
「
づ
く
し
」
「
ぞ
ろ
へ
」
の
名
が
付
さ

れ
て
い
る
が
、
中
で
も
、
注
目
す
べ
き
は
、
師
宣
絵
本
と
同
じ
「
絵
づ
く
し
」
の
語
を
含
む
『
ど
う
け
ゑ
づ
く
し
』
の
存
在
で
あ
る
。
詳

（
鰯
）

細
は
、
岡
本
勝
編
『
近
世
上
方
子
供
絵
本
集
』
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
内
容
的
に
も
他
の
本
と
は
異
な
る
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
全
一
五
丁
で
、
首
尾
に
半
丁
画
各
一
の
他
、
見
開
き
一
四
図
か
ら
な
り
、
閻
魔
大
王
が
懸
想
し
た
地
蔵
菩
薩
を
抱
き
し
め
、
そ
れ
を
鬼

の
若
衆
が
嫉
妬
し
て
す
ね
て
い
る
様
子
や
、
一
人
の
餓
鬼
が
鬼
を
瓢
箪
で
押
さ
え
つ
け
、
も
う
一
人
の
餓
鬼
が
鬼
の
手
を
ね
じ
上
げ
て
い

る
様
子
な
ど
、
「
ど
う
け
」
（
滑
稽
）
を
旨
と
し
た
図
が
収
め
ら
れ
る
が
、
各
図
の
間
に
、
筋
上
の
繋
が
り
は
な
く
、
独
立
性
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
絵
の
説
明
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
最
小
限
の
詞
書
が
短
冊
形
の
枠
に
よ
っ
て
施
さ
れ
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

岡
本
氏
は
、
発
見
さ
れ
た
十
冊
の
出
板
地
は
、
い
ず
れ
も
京
都
の
可
能
性
が
強
い
と
推
定
し
て
い
る
が
、
『
ど
う
け
ゑ
づ
く
し
』
に
つ

い
て
は
上
方
板
と
断
定
で
き
る
根
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
岡
本
氏
は
、
と
く
に
『
ど
う
け
ゑ
づ
く
し
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
十
冊
の

う
ち
、
刊
年
の
あ
る
も
の
の
上
限
が
寛
文
七
年
、
下
限
が
延
宝
五
年
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

『
ど
う
け
ゑ
づ
く
し
』
の
よ
う
に
、
文
章
を
添
え
な
い
、
ほ
ん
の
一
寸
し
た
説
明
を
枠
で
囲
っ
て
、
絵
の
側
に
付
け
た
だ
け
の
絵
本

は
、
早
い
時
期
の
も
の
か
ど
う
か
。
江
戸
版
の
赤
小
本
『
初
春
の
い
は
ひ
』
は
、
こ
の
形
式
の
も
の
で
あ
る
が
、
画
中
に
延
宝
六
年

と
あ
り
、
そ
れ
が
刊
年
を
示
す
と
さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
上
方
版
の
十
冊
は
、
延
宝
五
年
を
下
限
と
す
る
か
ら
、
『
ど
う
け
ゑ
づ

たと
。
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「
絵
づ
く
し
」
と
い
う
接
尾
辞
を
伴
っ
た
本
で
、
延
宝
年
間
を
遡
る
例
は
、
管
見
で
は
こ
れ
以
外
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
し
か
し
、
小

（
妬
）

本
と
い
う
書
型
が
、
「
大
本
・
半
紙
本
な
ど
普
通
の
本
に
対
し
て
、
片
手
間
で
作
ら
れ
た
も
の
、
間
に
合
わ
せ
の
も
の
、
略
式
の
も
の
」

と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
、
十
冊
の
内
の
他
の
小
本
型
子
供
絵
本
が
、
説
経
、
金
平
な
ど
の
古
浄
瑠
璃
の
正
本
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
あ

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
『
ど
う
け
ゑ
づ
く
し
』
も
、
延
宝
以
前
、
そ
の
親
本
が
よ
り
大
き
な
書
型
で
行
わ
れ
て

い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
絵
づ
く
し
」
と
い
う
接
尾
辞
は
、
『
ど
う
け
ゑ
づ
く
し
』
あ
る
い
は
同
趣
の
子
供

向
け
絵
本
か
ら
「
絵
づ
く
し
」
の
名
称
を
中
身
と
も
ど
も
借
り
て
き
た
可
能
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
絵
づ
く
し
」
と

い
う
接
尾
辞
を
伴
う
師
信
絵
本
の
原
型
は
、
子
供
絵
本
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

で
は
、
「
絵
づ
く
し
」
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
意
味
す
る
語
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
答
え
は
、
師
宣
絵
本
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
序
文
ま
た

刊
語
中
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
「
絵
づ
く
し
」
が
付
か
な
い
も
の
も
含
め
て
、
各
本
か
ら
そ
の
該
当
部
分
の
み
取
り
出
し
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。
序
文
は
多
く
は
筆
者
未
詳
で
あ
る
が
、
刊
語
は
鱗
形
屋
三
左
衛
門
そ
の
人
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

く
し
』
も
延
宝
四
、
五
年
の
も
の
と
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
鴎
）
（
型
）

と
推
定
し
て
い
る
。
『
初
春
の
い
は
ひ
』
は
、
早
く
稀
書
複
製
会
叢
書
に
収
め
ら
れ
、
そ
の
解
説
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

本
書
は
初
春
の
祝
儀
に
関
す
る
略
画
を
集
め
た
る
五
丁
物
の
小
形
赤
本
な
り
。
筆
者
は
未
詳
な
れ
ど
も
、
菱
川
派
の
画
風
に
し
て
温

雅
の
趣
あ
り
、
筆
致
拙
な
ら
ず
。
赤
本
は
も
と
児
童
の
玩
弄
に
供
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
開
版
年
月
を
記
載
せ
ざ
る
を
例
と
せ
る
が
、

此
書
に
は
巻
末
の
大
福
帳
に
「
延
宝
六
年
正
月
吉
日
」
と
記
入
し
あ
り
。
之
に
依
り
て
延
宝
期
の
刊
行
な
る
こ
と
を
推
定
し
得
く
し

さ
れ
ば
、
『
ど
う
け
ゑ
づ
く
し
』
は
、
『
初
春
の
い
は
ひ
』
に
わ
ず
か
に
先
行
す
る
子
供
絵
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
右
の
解
説
に
、

『
初
春
の
い
は
ひ
』
の
画
工
に
つ
い
て
、
「
菱
川
派
の
画
風
」
と
す
る
が
、
私
見
で
は
『
ど
う
け
ゑ
づ
く
し
』
の
画
風
も
菱
川
派
と
い
い
う

る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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④
『
大
和
侍
農
絵
づ
く
し
』
、
序
（
闇
計
）
「
稽
古
せ
ん
人
の
絵
の
な
く
さ
み
に
と
い
ふ
の
み
」
。

⑤
『
大
和
絵
づ
く
し
』
、
刊
語
「
此
大
和
絵
本
つ
く
し
」
云
々
。

⑥
〔
む
し
や
絵
づ
く
し
〕
、
刊
語
「
此
む
し
や
ゑ
本
つ
く
し
」
云
々
。

の
た
め

⑦
『
岩
木
絵
づ
く
し
』
、
序
文
「
価
而
初
心
此
道
を
数
寄
し
人
農
為
に
と
て
」
云
々
。

⑨
『
小
袖
の
す
が
た
み
』
、
序
文
「
ひ
い
な
か
た
絵
本
つ
く
し
」
云
々
。

⑩
『
団
扇
絵
づ
く
し
』
、
刊
語
「
右
此
団
扇
絵
本
つ
く
し
」
云
々
・

ゑ

⑫
『
美
人
絵
づ
く
し
』
、
序
文
、
「
あ
る
ひ
は
絵
本
又
は
な
ぐ
さ
み
に
も
な
ら
ん
と
思
し
て
美
人
絵
つ
く
し
と
名
つ
け
ぬ
」
。
刊
語

「
右
此
美
人
絵
本
つ
く
し
」
云
々
。

⑬
『
花
鳥
絵
づ
く
し
』
、
序
文
「
お
さ
あ
ひ
少
人
の
御
な
く
さ
み
に
も
な
り
、
又
心
あ
ら
ん
人
は
絵
本
に
も
な
れ
か
し
と
」
云
々
。

ゑ

⑰
『
古
今
武
士
道
絵
づ
く
し
』
、
序
文
「
さ
ほ
と
目
た
っ
へ
き
絵
な
ら
は
、
す
け
る
人
の
手
本
に
も
な
ら
ん
と
思
ひ
と
り
て
」
云
々
。

⑲
『
源
氏
大
和
絵
鑑
』
、
序
文
「
絵
本
又
は
御
な
く
さ
み
の
た
め
し
に
と
い
ふ
の
み
」
。

⑳
『
異
形
仙
人
づ
く
し
』
、
刊
語
「
絵
本
に
も
な
ら
ん
と
首
書
を
加
へ
」
云
々
・
同
年
頃
、
松
会
板
の
『
武
者
さ
ぐ
ら
』
の
刊
語

に
「
善
絵
の
手
本
に
も
な
れ
が
し
と
」
云
々
と
あ
る
。

以
上
を
見
る
と
、
ま
ず
⑤
⑥
⑨
⑩
⑫
の
序
文
や
刊
語
で
「
絵
本
づ
く
し
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
他
、
元
禄
七
年

正
月
『
獣
絵
本
づ
く
し
』
大
本
一
冊
は
、
外
題
に
「
絵
本
づ
く
し
」
を
付
し
た
例
で
あ
る
が
、
こ
の
本
は
、
『
和
国
百
女
』
『
姿
絵
百
人
一

首
』
と
同
様
、
師
宣
画
と
あ
る
も
の
の
、
師
房
画
と
疑
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
除
外
し
て
お
き
た
い
。
さ
て
、
例
に
挙
げ
た
諸
本

に
お
け
る
外
題
の
「
絵
づ
く
し
」
も
、
序
文
、
刊
語
の
「
絵
本
づ
く
し
」
も
同
じ
本
そ
れ
自
体
を
さ
す
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
意
味
も
同
じ

で
な
け
れ
な
な
ら
な
い
。
で
は
「
絵
づ
く
し
」
と
い
っ
て
い
た
の
を
、
な
ぜ
「
絵
本
づ
く
し
」
と
言
い
換
え
た
の
か
。
ふ
つ
う
に
考
え
れ
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ば
、
「
絵
づ
く
し
」
は
題
名
と
し
て
は
よ
い
が
、
意
味
的
に
は
説
明
不
足
で
あ
り
、
逆
に
「
絵
本
づ
く
し
」
で
は
、
題
名
と
し
て
は
説
明

的
過
ぎ
て
す
わ
り
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
、
「
絵
本
づ
く
し
」
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
本
質
を
よ

く
表
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
絵
本
づ
く
し
」
の
「
づ
く
し
（
尽
く
し
）
」
は
、
「
そ
ろ
え
（
揃
え
）
」
と
同
じ
く
、
同
じ
種
類
の

も
の
を
集
め
る
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
が
、
で
は
「
絵
本
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。

そ
の
こ
と
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
ま
ず
⑫
「
絵
本
又
は
な
ぐ
さ
み
」
、
⑬
「
お
さ
あ
ひ
少
人
の
御
な
く
さ
み

に
も
な
り
、
又
心
あ
ら
ん
人
は
絵
本
に
も
な
れ
か
し
と
」
、
⑲
「
絵
本
又
は
御
な
く
さ
み
」
、
⑳
「
絵
本
に
も
な
ら
ん
と
」
と
い
っ
た
い
い

方
で
あ
る
。
と
く
に
⑫
⑬
⑲
に
よ
れ
ば
、
「
絵
本
」
と
は
、
慰
み
や
楽
し
み
を
目
的
と
す
る
本
と
は
別
の
意
味
を
持
つ
語
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
う
え
で
、
④
「
稽
古
せ
ん
人
の
絵
の
な
ぐ
さ
み
」
、
⑦
「
此
道
を
数
寄
し
人
農
為
」
、
⑰
「
す
け
る
人
の

手
本
」
と
い
っ
た
い
い
方
を
考
え
る
と
、
結
局
、
絵
を
好
み
修
業
し
よ
う
と
す
る
人
の
た
め
の
手
本
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、

⑤
⑥
⑨
⑩
⑫
の
刊
語
等
の
「
絵
本
つ
く
し
」
の
「
絵
本
」
も
、
⑫
⑬
⑳
の
序
文
、
刊
語
等
の
「
絵
本
」
も
、
い
ず
れ
も
同
意
味
で
、
詰
ま

る
と
こ
ろ
、
絵
の
手
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
よ
っ
て
「
絵
本
づ
く
し
」
は
、
絵
の
手
本
を
集
め
た
も
の
、
す
な
わ
ち
「
絵
手
本
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
佐
藤
悟
「
菱
川
絵
本
の
諸
問
題
」
が
、
④
の
例
な
ど
を
捉
え
て
、

（
妬
）

「
絵
づ
く
し
」
の
役
割
の
一
つ
が
絵
を
学
ぶ
た
め
の
絵
手
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る

と
い
う
よ
う
に
「
絵
づ
く
し
」
の
役
割
の
一
つ
を
「
絵
手
本
」
と
見
る
こ
と
は
、
し
ご
く
穏
当
な
見
方
と
い
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
「
絵
手
本
」
は
さ
て
お
き
、
わ
ざ
わ
ざ
「
絵
本
づ
く
し
」
「
絵
づ
く
し
」
と
い
わ
な
く
と
も
、
先
述
の
通
り
、
「
絵
本
」
だ

け
で
、
江
戸
時
代
前
期
ま
で
の
用
例
に
照
ら
し
て
も
、
絵
の
手
本
集
を
意
味
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
「
絵
づ
く
し
」
と
い

う
の
は
、
「
絵
本
」
本
来
の
意
味
に
も
っ
と
も
近
い
表
現
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
、
「
絵
本
」
と
い
わ
ず
に
、
「
絵
づ
く
し
」
や
回
り
く
ど
い

「
絵
本
づ
く
し
」
と
い
う
言
い
方
を
用
い
た
の
か
。
そ
れ
は
、
「
絵
本
」
と
い
う
言
葉
が
、
既
述
の
通
り
、
宮
廷
、
将
軍
家
な
ど
の
貴
顕
や
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鱗
形
屋
が
「
絵
づ
く
し
」
を
最
初
に
題
名
に
付
け
た
の
は
、

④
『
大
和
侍
農
絵
づ
く
し
』
大
本
一
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
吉
兵
衛
尉
、
鱗
形
屋
三
左
衛
門
）

⑤
『
大
和
絵
づ
く
し
』
大
本
一
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
吉
兵
衛
尉
、
鱗
形
屋
三
左
衛
門
）

⑥
『
大
和
武
者
絵
』
（
む
し
や
絵
づ
く
し
）
大
本
一
冊
（
大
和
絵
師
菱
川
吉
兵
衛
尉
、
鱗
形
屋
三
左
衛
門
）

の
三
点
と
思
わ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
に
、
④
⑤
⑥
三
点
を
合
体
し
た
再
板
本
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
こ
と
か
ら
も
、
三
点

（
訂
）

は
た
が
い
に
緊
密
な
関
係
に
あ
る
と
見
倣
さ
れ
る
。
い
ま
改
め
て
三
点
に
つ
い
て
見
る
と
、
鱗
形
屋
が
ど
の
よ
う
な
戦
略
、
戦
術
の
元
に
、

師
宣
絵
本
を
確
立
さ
せ
た
か
が
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
よ
う
。

（
躯
）

鱗
形
屋
の
刊
語
は
、
三
点
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
『
大
和
絵
づ
く
し
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
読
点
は
私
に
振
っ
た
。

此
大
和
絵
本
つ
く
し
房
州
菱
川
吉
兵
衛
尉
筆
跡
也
、
心
の
ま
畠
に
さ
ま
ノ
ー
と
り
あ
つ
め
ら
れ
た
る
、
も
と
め
て
そ
れ
に
所
ノ
ー
こ

え
い
じ

と
は
り
を
首
書
し
て
嬰
児
の
御
な
く
さ
み
に
も
と
令
板
行
者
也

由
緒
あ
る
絵
師
た
ち
で
な
け
れ
ば
、
使
い
に
く
い
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
か
ら
と
考
え
る
他
は
な
い
。
「
絵
本
」
が
、
ふ
つ
う
に
書
名

に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、
正
徳
、
享
保
年
間
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

延
宝
八
庚
申
歳
五
月
上
旬

板
本
所
大
伝
馬
三
町
目
鱗
形
屋
三
左
衛
門

大
和
絵
師
菱
川
吉
兵
衛
橡

四
、
『
絵
づ
く
し
』
と
大
和
絵
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右
の
「
心
の
ま
堅
に
さ
ま
ｊ
、
と
り
あ
つ
め
ら
れ
た
る
」
は
、
「
大
和
絵
」
と
い
う
範
囲
の
元
に
、
様
々
な
絵
柄
を
任
意
に
集
め
た
こ

と
を
い
っ
た
も
の
で
、
各
絵
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
。
ま
た
「
も
と
め
て
そ
れ
に
所
ｊ
、
こ
と
は
り
を
首
書
し
て
」
は
、
各
丁
、
上

欄
を
五
糎
ほ
ど
区
切
っ
て
説
明
を
施
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
体
裁
は
、
こ
の
三
点
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
師
宣
絵
本
に
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
が
、
鱗
形
屋
は
、
一
定
の
範
囲
や
テ
ー
マ
の
元
に
独
立
し
た
絵
柄
を
集
め
る
こ
と
と
、
首
書
を
施
す
と
い
う
様
式
を
、
「
絵

づ
く
し
」
物
を
企
画
す
る
に
当
た
っ
て
確
定
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
師
宣
の
署
名
以
下
の
記
載
様
式
は
、
『
大
和
侍
農
絵

づ
く
し
』
『
大
和
絵
づ
く
し
』
の
二
点
に
共
通
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
三
点
が
、
延
宝
八
年
五
月
上
旬
と
い
う
時
期
に
同
時
に
出
さ
れ
た

づ
く
し
」
物
を
企
画
す
る
』

づ
く
し
』
『
大
和
絵
づ
く
Ｌ

と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
三
点
に
は
、
闇
計
な
る
人
物
の
序
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
闇
計
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
闇
計

の
名
は
、
愚
か
な
る
様
を
い
う
「
あ
ん
け
」
「
あ
ん
け
ら
」
か
ら
取
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
序
は
、
い
ず
れ
も
師
宣
の
絵
の
才
覚
に

つ
い
て
述
べ
、
出
板
の
意
図
に
触
れ
た
の
ち
文
を
結
ぶ
と
い
う
も
の
で
、
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
は
も
っ
と
も
記
述
に
具
体
性

に
富
ん
で
い
る
『
大
和
武
者
絵
』
（
む
し
や
絵
づ
く
し
）
の
序
文
全
体
を
引
い
て
み
た
い
。
引
用
は
国
会
図
書
館
蔵
本
（
雪
少
駕
‐
旨
）
に

よ
り
、
私
に
読
点
を
打
っ
た
。

や
ま
と
む
し
や
ゑ

大
和
武
者
絵

こ
ｈ
ほ
う
し
う
か
い
へ
ん
ひ
し
か
わ
う
ぢ

ふ
ね

こ
し
や
う
か

差
に
房
州
の
海
辺
菱
川
氏
と
い
ふ
絵
師
、
船
の
た
よ
り
を
も
と
め
て
む
さ
し
の
古
城
下
に
ち
つ
き
よ
し
て
、
自
然
と
絵
を
す
き
て

あ
を
か
き

わ
こ
ぐ

さ
ん
け

み
づ
か
ら

青
柿
の
へ
た
よ
り
心
を
よ
せ
、
和
国
絵
の
風
俗
三
家
の
手
跡
を
筆
の
海
に
う
つ
し
て
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
自
工
夫
し
て
、
後
こ

り
う

ち
じ
ん
ゆ
う

の
道
一
流
を
じ
ゅ
く
し
て
う
き
世
絵
師
の
名
を
と
れ
り
、
予
お
も
ふ
に
此
武
者
絵
に
知
仁
勇
の
こ
も
れ
る
す
が
た
を
か
け
り
、
そ
の

む
か
し
の
あ
り
さ
ま
今
さ
ら
か
く
や
と
計
の
み
お
も
は
れ
も
、
絵
は
人
も
て
あ
そ
ひ
も
の
に
し
て
ま
な
ひ
と
る
事
か
た
し
、
さ
と
あ

れ
か
し
、
各
絵
に
も
と
づ
く
人
の
た
め
に
も
と
て
と
り
あ
つ
め
て
一
つ
に
し
、
や
ま
と
む
し
や
の
ゑ
づ
く
し
と
下
題
し
て
置
も
の
也
、
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し
よ
す

と
し
か
い
ふ
の
み
、
津
ノ
国
こ
れ
す
い
た
住
闇
計
序

序
文
は
、
ま
ず
師
宣
の
事
績
に
言
及
し
て
、
彼
が
安
房
国
の
出
身
で
、
江
戸
に
出
て
蟄
居
し
て
い
た
が
、
自
然
と
絵
を
好
み
、
精
進
し

た
こ
と
を
い
う
。
い
わ
ば
師
宣
の
紹
介
の
労
を
執
っ
た
く
だ
り
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
三
部
作
の
な
か
で
も
、
こ
の
『
大
和
武
者
絵
』

（
む
し
や
絵
づ
く
し
）
が
最
初
に
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
感
触
を
持
つ
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
中
間
部
分

で
、
「
和
国
絵
の
風
俗
三
家
の
手
跡
を
筆
の
海
に
う
つ
し
て
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
自
工
夫
し
て
、
後
こ
の
道
一
流
を
じ
ゅ
く
し
て
う
き

世
絵
師
の
名
を
と
れ
り
」
と
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
和
国
絵
」
「
三
家
」
「
工
夫
」
「
う
き
世
絵
師
」
で
、
「
和
国
絵
」
は

大
和
絵
、
「
三
家
」
は
土
佐
、
狩
野
、
長
谷
川
家
を
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
闇
計
の
序
は
、
師
宣
は
大
和
絵
の
風
俗
に
つ
い

て
、
土
佐
、
狩
野
、
長
谷
川
家
の
筆
蹟
に
基
づ
き
な
が
ら
、
自
ら
の
画
技
に
よ
っ
て
工
夫
を
加
え
て
一
流
を
極
め
、
浮
世
絵
師
の
名
を
得

た
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
浮
世
絵
師
の
立
ち
位
置
を
内
外
と
も
に
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

鱗
形
屋
が
大
和
絵
の
「
絵
手
本
」
を
目
論
ん
だ
こ
と
を
、
も
う
す
こ
し
詳
し
く
見
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
⑥
『
大
和
武
者
絵
』
（
む
し

や
絵
づ
く
し
）
は
、
序
題
に
「
大
和
武
者
絵
」
と
あ
る
の
を
始
め
、
序
中
に
は
、
「
や
ま
と
む
し
や
の
ゑ
づ
く
し
と
下
題
し
て
」
云
々
と

あ
る
。
さ
ら
に
、
前
述
の
通
り
、
天
和
三
年
九
月
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
再
板
本
に
は
、
「
大
和
絵
む
し
や
絵
つ
く
し
□
」
な
る
題
篭
が

（
羽
）

貼
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
⑤
『
大
和
絵
づ
く
し
』
に
つ
い
て
も
、
延
宝
八
年
五
月
刊
の
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
本
な
ど
の
外
題
に
角
書
「
大
和

絵
」
と
あ
り
、
角
書
と
本
行
標
記
に
お
け
る
「
大
和
絵
」
の
重
な
り
を
も
厭
わ
ず
、
「
大
和
」
の
語
を
強
調
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
窺
え

る
。
こ
の
こ
と
は
、
絵
師
署
名
の
「
大
和
絵
師
」
と
も
呼
応
し
、
絵
柄
、
絵
師
と
も
「
大
和
絵
」
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
た
も
の
で
、
少
な

く
と
も
、
鱗
形
屋
の
「
絵
づ
く
し
」
が
、
「
大
和
絵
」
に
限
定
し
て
出
発
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
「
三
家
」
の
う
ち
に
長
谷
川
家
を
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
い
さ
さ
か
違
和
感
を
覚
え
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
ｏ
し
か

し
、
後
述
す
る
『
団
扇
絵
づ
く
し
』
の
序
に
「
長
谷
川
、
土
佐
」
と
あ
る
こ
と
、
加
う
る
に
江
戸
時
代
、
書
名
に
「
絵
本
」
と
冠
さ
れ
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た
書
籍
の
嚥
矢
は
、
お
そ
ら
く
大
坂
で
出
板
さ
れ
た
橘
宗
重
著
、
長
谷
川
等
雲
画
、
貞
享
五
年
正
月
序
、
大
坂
貫
器
堂
刊
の
『
絵
本
宝
鑑
』

（
釦
）

半
紙
本
六
冊
と
目
さ
れ
る
事
実
が
あ
る
。
本
書
は
、
和
漢
の
画
題
ご
と
の
作
例
と
解
説
を
も
と
に
編
輯
さ
れ
た
も
の
で
、
絵
よ
り
も
解
説

に
比
重
が
あ
る
と
い
う
印
象
で
、
「
絵
本
」
の
意
味
も
、
画
題
毎
の
手
本
集
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

絵
師
に
つ
い
て
は
、
序
文
の
末
尾
に
「
画
師
雪
舟
嫡
流
法
橋
宗
円
子
長
谷
川
氏
等
雲
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
等
雲
は
、
長
谷
川
宗
円

の
子
で
、
慶
長
、
元
和
頃
に
活
躍
し
た
雪
舟
派
の
長
谷
川
家
嫡
流
の
絵
師
と
い
う
の
で
あ
る
。
等
雲
の
板
本
等
の
資
料
と
し
て
、
他
に
確

（
別
）

認
さ
れ
る
の
が
、
吉
田
五
平
次
書
、
等
雲
画
の
画
帖
『
漁
湘
八
景
図
画
詩
歌
』
大
一
冊
で
あ
る
。
元
禄
八
年
仲
春
、
華
洛
中
川
息
障
軒
、

浪
花
小
島
勘
右
衛
門
、
下
山
喜
左
衛
門
刊
で
、
絵
師
署
名
に
は
「
雪
舟
嫡
流
長
谷
川
等
雲
画
」
と
あ
る
。
見
開
き
ご
と
に
漢
詩
七
絶
及
び

和
歌
の
丁
と
八
景
図
の
丁
を
交
互
に
配
し
、
他
に
山
水
等
の
三
図
を
加
え
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
絵
本
は
、
か
っ
て
長
谷
川
家
あ
る

い
は
そ
の
周
辺
が
所
持
し
て
い
た
原
本
を
元
に
、
新
た
に
描
き
直
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

等
雲
は
、
『
絵
本
宝
鑑
』
の
署
名
と
合
わ
せ
考
え
て
、
事
毎
に
「
雪
舟
嫡
流
」
を
称
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
、

長
谷
川
家
伝
来
の
絵
の
手
本
を
所
持
管
理
す
る
立
場
に
あ
る
こ
と
を
暗
に
誇
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
『
絵
本
宝

鑑
』
以
降
、
「
絵
本
」
を
冠
し
た
書
籍
の
刊
行
は
し
ば
ら
く
跡
を
絶
ち
、
そ
の
後
正
徳
頃
か
ら
現
れ
、
享
保
年
間
よ
り
盛
ん
に
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
逆
に
い
う
と
、
貞
享
年
間
当
時
、
『
絵
本
宝
鑑
』
だ
か
ら
こ
そ
、
「
絵
本
」
を
冠
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
闇
計
の
序
の
後
半
部
分
で
は
、
こ
の
絵
が
、
知
仁
勇
の
寵
っ
た
武
者
の
古
今
の
姿
を
よ
く
描
い
た
こ
と
を
い
い
、
さ
ら
に
絵
は

翫
ぶ
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
真
似
し
て
会
得
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
「
各
絵
に
も
と
づ
く
人
の
た
め
に
」
と
思
っ
て
、
一

冊
の
本
に
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
「
ま
な
ひ
と
る
」
「
各
絵
に
も
と
づ
く
」
と
い
う
の
は
、
絵
を
手
本
に
し
て
描
く
こ
と
を
い
っ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
序
者
の
闇
計
は
、
こ
の
本
は
読
者
の
絵
の
手
本
に
な
る
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
た
と
証
言
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
絵

け
い
こ

の
手
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
大
和
侍
農
絵
づ
く
し
』
の
闇
計
の
序
に
も
「
稽
古
せ
ん
人
の
絵
の
な
く
さ
み
に
と
い
ふ
の
み
」
と
ぁ
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で
は
な
ぜ
、
闇
計
の
序
が
添
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
こ
の
人
物
の
正
体
は
、
摂
津
国
吹
田
の
住
人
と
い
う
以
外
、
ま

っ
た
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
参
考
に
な
る
の
は
、
宝
暦
、
明
和
年
間
、
石
川
豊
信
や
鈴
木
春
信
の
絵
本
に
、
序
や
作
者
と
し
て
名
を
連
ね

（
塊
）

た
浪
華
の
禿
帯
子
な
る
人
物
の
例
で
あ
る
。
禿
帯
子
の
序
な
ど
を
添
え
た
絵
本
の
ほ
と
ん
ど
の
板
元
は
山
崎
屋
金
兵
衛
で
あ
り
、
石
川
豊

信
の
『
絵
本
千
代
の
春
』
を
は
じ
め
、
多
数
存
す
る
。
そ
の
中
で
。
と
く
に
明
和
二
年
序
刊
の
『
絵
本
花
葛
羅
』
や
明
和
五
年
序
刊
の

『
絵
本
八
千
代
草
』
は
、
序
文
を
添
え
た
だ
け
で
あ
る
の
に
、
刊
記
丁
に
「
東
都
画
工
鈴
木
春
信
筆
浪
花
隠
士
禿
箒
斎
讃
東
都
彫

工
遠
藤
松
五
郎
」
、
「
東
都
画
工
鈴
木
春
信
筆
浪
花
隠
士
禿
箒
子
賛
」
と
、
絵
師
、
彫
工
の
署
名
に
並
べ
て
、
「
賛
者
」
と
し
て

署
名
を
連
記
し
て
お
り
、
破
格
の
扱
い
で
あ
る
。

は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
禿
帯
子
の
序
文
は
、
江
戸
の
地
本
屋
の
出
板
物
を
、
上
方
と
く
に
大
坂
で
流
通
さ
せ
る
た
め

の
お
墨
付
き
と
し
て
仕
組
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
で
あ
れ
ば
、
闇
計
の
場
合
も
同
様
に
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、

延
宝
年
間
当
時
は
い
ま
だ
本
屋
仲
間
と
い
う
ギ
ル
ド
が
結
成
さ
れ
る
以
前
で
あ
っ
た
の
で
、
序
者
闇
計
の
名
望
次
第
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ

う
し
た
仕
組
み
が
効
力
を
発
揮
す
る
余
地
が
よ
り
大
き
か
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
鱗
形
屋
は
、
闇
計
の
序
を
添
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
本
問
屋
の
出
板
物
一
般
の
殻
を
破
っ
て
、
師
宣
絵
本
の
流
通
範
囲
を
上
方
ま
で
広
げ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

近
時
、
刊
行
さ
れ
た
市
古
夏
生
編
『
元
禄
・
正
徳
板
元
別
出
版
書
総
覧
』
に
よ
れ
ば
、
『
大
和
絵
づ
く
し
』
は
元
禄
九
年
以
降
、
京
都
の

（
釣
）

服
部
九
兵
衛
の
蔵
板
と
い
う
扱
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
当
時
、
師
宣
に
限
っ
て
、
江
戸
と
い
う
地
域
を
超
越
し
て
、
上
方

で
も
商
品
価
値
が
認
め
ら
れ
る
土
壌
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

企
図
し
た
の
で
あ
る
。

る
の
で
、
こ
の
三
点
の
本
に
共
通
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
鱗
形
屋
と
師
宣
は
、
大
和
絵
の
「
絵
手
本
」
の
提
供
を

？
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師
宣
絵
本
の
中
身
を
具
体
的
に
窺
う
た
め
に
、
ま
ず
「
絵
づ
く
し
」
の
接
尾
辞
が
付
け
ら
れ
た
師
宣
絵
本
の
典
型
と
い
う
べ
き
『
大
和

絵
づ
く
し
』
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
『
大
和
絵
づ
く
し
』
は
、
延
宝
八
年
五
月
刊
、
大
本
一
冊
、
見
開
き
二
○
図
で
あ
る
。
各
絵
に
つ

い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
の
一
本
（
乏
崖
篭
‐
届
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
典
拠
と
思
わ
れ
る
古
典
作
品
を
も
っ
て
記
せ
ば
、
次
の
よ
う
で

（
制
）

あ
る
。
た
だ
し
、
図
①
を
欠
く
の
で
、
い
ま
天
理
図
書
館
蔵
本
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

①
謡
曲
『
草
子
洗
小
町
』
、
図
欠
。

②
謡
曲
『
通
小
町
』
。

③
謡
曲
『
小
督
』
、
『

④
謡
曲
『
横
笛
』
、
『

⑤
『
伊
勢
物
語
』
八

⑦
『
伊
勢
物
語
』
六
段
「
芥
川
」
。

⑧
『
伊
勢
物
語
』
六
段
「
芥
川
」
。

⑨
絵
巻
『
高
野
大
師
行
状
図
絵
』
、
文
殊
菩
薩
と
弘
法
大
師
。
た
だ
し
、
板
本
で
も
流
布
し
た
。

⑩
『
平
家
物
語
』
巻
十
「
戒
文
」
。

⑪
絵
巻
『
親
驚
上
人
絵
伝
』
、
箱
根
権
現
の
も
て
な
し
。

⑥
『
源
氏
物
語
』
明
石
の
巻
。

五
、
師
宣
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

八
段
。

『
平
家
物
語
』
巻
六
「
小
督
」
。

『
平
家
物
語
』
巻
十
「
横
笛
」
。
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⑫
『
徒
然
草
』
第
四
十
五
段
「
榎
木
の
僧
正
」
。

⑬
絵
巻
『
日
蓮
上
人
註
画
賛
』
、
鎌
倉
の
雨
乞
い
。

⑭
絵
巻
『
日
蓮
上
人
註
画
賛
』
、
石
和
川
の
鵜
飼
。

⑮
「
兼
好
法
師
」
、
庵
居
し
て
書
見
の
体
。

⑯
『
平
家
物
語
』
巻
六
「
祇
園
の
女
御
」
。

⑰
絵
巻
『
あ
や
め
の
ま
へ
』
、
御
伽
草
子
。

⑱
絵
巻
『
前
九
年
合
戦
絵
巻
』
。
安
倍
貞
任
、
筑
紫

へ
流
さ
れ
る
。

⑲
謡
曲
『
千
手
』
、
『
平
家
物
語
』
巻
十
「
千
手
前
」
。

⑳
謡
曲
『
熊
野
』
、
『
平
家
物
語
』
巻
十
「
海
道
下
」
。

以
上
、
『
大
和
絵
づ
く
し
』
は
、
謡
曲
、
『
伊
勢
物
語
』

『
源
氏
物
語
』
『
平
家
物
語
』
に
取
材
し
た
古
典
風
の
絵
や
、

絵
巻
に
拠
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
空
海
、
親
徽
、
日
蓮
な
ど
の

高
僧
や
安
倍
貞
任
を
描
い
た
絵
、
そ
の
他
、
多
様
な
絵
か
ら

成
っ
て
い
る
。
謡
曲
は
小
町
も
の
の
他
に
、
『
平
家
物
語
』

関
係
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
、
詞
書
き
を
参
照
す
る
に
、
謡

曲
に
よ
っ
た
か
、
『
平
家
物
語
』
に
よ
っ
た
か
判
然
と
し
な

い
も
の
が
少
な
く
な
い
。
中
身
が
『
平
家
物
語
』
の
巻
六
と

~可

『大和絵づくし』「通小町」図。国方国会図書館蔵(WA32-15)。
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と
あ
り
、
明
石
上
を
帝
が
寵
愛
し
、
し
ば
し
ば
そ
の
許
に
微
行
し
た
と
し
、
末
尾
に
「
萩
の
戸
や
あ
か
し
く
ら
さ
せ
玉
す
た
れ
」
の
句
を

据
え
て
い
る
。
絵
は
、
明
石
入
道
の
邸
で
、
帝
が
馬
に
乗
降
す
る
と
こ
ろ
で
、
供
の
者
た
ち
が
控
え
て
い
る
。
要
す
る
に
、
明
石
巻
を
離

か
よ
い
こ
ま
ち

例
を
『
通
小
町
』
図
に
取
っ
て
み
る
と
、
本
図
は
、
小
町
に
懸
想
し
た
深
草
少
将
が
、
北
山
の
小
野
に
住
む
小
町
の
も
と
に
通
い
詰
め
、

あ
と
一
夜
で
百
夜
通
い
が
成
就
さ
れ
る
と
い
う
時
に
命
を
絶
っ
た
と
い
う
粗
筋
が
、
上
段
に
記
さ
れ
る
。
絵
は
、
吹
き
抜
け
屋
台
に
、
三

十
六
歌
仙
な
ど
の
歌
仙
絵
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
よ
う
な
小
町
の
座
像
で
あ
り
、
土
佐
派
が
お
家
芸
と
し
た
様
式
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う

（
図
版
参
照
）
。
ま
た
、
『
熊
野
』
図
で
は
、
平
宗
盛
に
寵
愛
さ
れ
た
熊
野
が
、
母
の
看
病
の
た
め
暇
を
申
し
出
た
も
の
の
許
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
使
い
の
朝
顔
に
手
紙
を
託
す
と
、
清
水
の
花
見
に
随
行
し
た
後
、
よ
う
や
く
容
れ
ら
れ
る
と
い
う
粗
筋
が
記
さ
れ
る
。
絵
は
、

几
帳
、
簾
、
格
子
な
ど
の
屏
障
具
が
置
か
れ
た
屋
内
で
公
卿
と
手
紙
を
読
む
女
、
さ
ら
に
賛
の
子
の
外
で
様
子
を
窺
う
女
が
、
大
和
絵
の

手
法
で
描
か
れ
る
。
師
宣
は
、
こ
れ
ら
の
描
画
で
、
歌
仙
絵
、
物
語
絵
な
ど
の
大
和
絵
様
式
を
援
用
し
、
か
つ
物
語
や
謡
曲
の
テ
キ
ス
ト

を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
図
柄
を
創
案
し
た
の
で
あ
っ
て
、
原
画
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。

謡
曲
以
外
の
例
を
取
る
と
、
『
源
氏
物
語
』
明
石
巻
に
取
材
し
た
絵
の
詞
書
き
に
、

げ
ん
し
も
の
語
あ
か
し
の
ま
き
は
、
あ
か
し
の
入
道
が
む
す
め
、
む
め
か
た
ち
ゆ
ふ
に
や
さ
し
か
り
け
れ
ば
、
み
か
と
て
う
あ
ひ
な

さ
れ
っ
畠
、
か
の
入
道
が
も
と
へ
ぞ
し
の
び
ノ
ー
に
御
か
よ
ひ
あ
り
て
、
ひ
よ
く
れ
ん
り
の
御
ち
き
り
あ
さ
か
ら
ず
と
ぞ
き
こ
へ
け

十
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
巻
十
の
三
つ
は
重
衡
が
ら
み
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
勘
案
す
る
と
、
師
宣
は
両
者
を
か
れ
こ
れ
対
照

し
な
が
ら
描
画
に
及
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
古
来
、
謡
曲
関
係
に
は
、
手
本
と
な
る
よ
う
な
原
画
は
、
比
較
的
す
ぐ
な
く
、

す
く
な
く
と
も
『
大
和
絵
づ
く
し
』
の
場
合
、
師
宣
が
創
案
し
た
図
、
も
し
く
は
師
宣
の
筆
意
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
図
が
過
半
を
占

め
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

る
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れ
て
、
桐
壺
巻
な
い
し
は
『
長
恨
歌
』
な
ど
を
な
い
交
ぜ
に
し
た
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
感
を
否
め
な
い
。
加
え
て
、
帝
が
馬
に
乗

っ
て
他
行
す
る
な
ど
、
考
え
に
く
い
図
取
り
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
師
宣
の
教
養
は
、
『
源
氏
物
語
』
そ
の
も
の

に
は
届
い
て
い
な
か
っ
た
ご
と
く
で
あ
る
。

ま
た
、
⑰
「
あ
や
め
の
ま
へ
」
は
、
紫
哀
殿
の
鵺
退
治
を
し
た
源
三
位
頼
政
に
、
帝
が
褒
美
と
し
て
后
の
あ
や
め
の
前
を
贈
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
鵺
退
治
自
体
は
、
謡
曲
に
も
あ
り
、
『
平
家
物
語
』
巻
四
に
も
見
ら
れ
る
が
、
「
あ
や
め
の
ま
へ
」
は
登
場
し
な
い
。
絵
は
、

紫
哀
殿
の
回
廊
で
、
公
家
が
「
あ
や
め
の
ま
へ
」
の
手
を
引
い
て
、
階
下
で
畏
ま
る
頼
政
に
賜
る
図
で
、
帝
は
簾
に
顔
を
隠
し
て
い
る
。

公
家
の
装
束
と
武
家
の
装
束
を
描
き
分
け
、
絵
巻
な
ど
に
見
え
る
絵
柄
を
よ
く
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
⑱
は
、
前
九
年
の
役
に
関
わ
る
絵

巻
も
し
く
は
古
浄
瑠
璃
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
囚
わ
れ
の
阿
部
貞
任
に
焦
点
を
当
て
、
梅
の
花
の
詠
歌
に
免
じ
て
、
命
を
許
さ
れ

る
代
わ
り
に
九
州
へ
流
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
詞
書
き
に
見
え
る
。
絵
は
、
階
の
上
に
、
縫
腋
の
抱
や
直
衣
の
貴
人
、
階
下
に
は
縄
に
繋

が
れ
た
貞
任
と
お
ぽ
し
き
人
物
な
ど
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
絵
巻
の
描
法
を
学
び
取
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
、
『
や
ま

と
絵
づ
く
し
』
の
師
宣
は
、
土
佐
派
や
絵
巻
な
ど
の
大
和
絵
様
式
の
会
得
に
努
め
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ら
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
こ
そ
が
、
師
信
を
し
て
単
な
る
板
下
画
工
か
ら
区
別
す
る
由
縁
で
も
あ
っ
た
。

次
に
師
宣
の
苦
心
の
跡
を
窺
う
た
め
に
、
『
大
和
絵
づ
く
し
』
以
外
も
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。
〃
ま
ず
『
団
扇
絵
づ
く
し
』
は
、
天
和
二

年
五
月
初
刊
、
大
本
一
冊
、
絵
は
見
開
き
二
一
図
で
、
各
丁
裏
に
団
扇
絵
、
表
に
扇
絵
を
置
き
、
各
絵
と
も
上
欄
に
和
歌
を
伴
っ
た
テ
キ

ス
ト
を
掲
げ
て
い
る
。
画
題
は
、
古
典
、
風
俗
、
美
人
、
武
者
、
そ
の
他
、
多
様
で
あ
る
。
序
文
に
、

あ
ふ
き
う
ち
は
の
地
紙
を
押
た
る
屏
風
あ
り
、
此
団
扇
の
内
を
見
る
に
、
長
谷
川
、
土
佐
筆
を
つ
く
し
た
る
絵
あ
り
、
興
あ
り
て
誰

と
き

人
も
褒
美
し
け
れ
は
、
是
に
も
と
つ
い
て
、
菱
川
の
工
夫
に
た
よ
り
、
絵
書
て
出
し
ぬ
、
見
る
人
ひ
と
り
居
の
ね
や
の
伽
に
も
な
ら

ん
か
し
、
は
ん
女
の
む
か
し
、
あ
ふ
き
を
て
う
あ
ひ
し
給
ふ
こ
畠
ち
こ
そ
す
れ
と
し
か
い
ふ
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別
の
見
開
き
を
例
に
取
る
と
、
団
扇
形
に
は
、
小
船
で
松
島
を
遊
覧
す
る
図
が
あ
り
、
首
書
に
、
短
い
文
に
続
い
て
、
鴨
長
明
の
「
松

島
や
し
ほ
く
む
あ
ま
の
秋
の
袖
月
は
も
の
お
も
ふ
な
ら
ひ
の
み
か
は
」
ほ
か
一
首
が
記
さ
れ
る
。
扇
形
に
は
、
禿
を
伴
っ
た
遊
女
が
、
坐

敷
の
中
で
三
味
線
を
弾
い
て
い
る
図
が
描
か
れ
、
首
書
に
、
「
う
つ
け
た
る
男
正
月
か
い
せ
ん
と
て
よ
し
は
ら
へ
行
や
く
そ
く
す
る
」
云
々

と
あ
り
、
正
月
買
い
の
客
に
対
す
る
遊
女
の
歓
待
ぶ
り
を
描
い
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
団
扇
絵
が
「
長
谷
川
、
土
佐
」
の
絵
に
基

（
弱
）

と
あ
る
。
「
長
谷
川
、
土
佐
」
の
二
家
の
絵
師
た
ち
に
よ
る
扇
絵
を
貼
り
交
ぜ
た
屏
風
に
基
づ
き
、
菱
川
の
工
夫
を
加
え
て
一
冊
の
本
と

し
た
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
は
ん
女
の
む
か
し
」
は
、
謡
曲
「
班
女
」
の
扇
に
ま
つ
わ
る
故
事
を
さ
し
て
い
る
。
刊
語
に
は
、

「
右
此
団
扇
絵
本
つ
く
し
は
世
間
に
無
類
絵
に
し
て
、
殊
ニ
エ
夫
を
は
げ
ま
し
給
へ
は
、
此
絵
に
首
書
し
て
一
冊
に
し
令
板
行
者
也
」
云
々

と
あ
る
。
刊
語
は
、
序
文
の
繰
り
返
し
で
、
原
画
に
基
づ
き
な
が
ら
、
首
書
等
に
よ
っ
て
新
た
な
工
夫
を
加
え
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

実
際
に
絵
を
見
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
見
開
き
を
使
っ
て
、
右
に
扇
形
を
、
左
に
団
扇
形
を
配
し
て
、
団
扇
の
端
が
扇
に
一
部
、
被
さ
る
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
右
側
の
団
扇
形
に
業
平
の
東
下
り
の
宇
津
山
で
の
場
面
を
描
い
た
伊
勢
物
語
絵
を
描
き
、
上
段
に

枠
取
り
し
た
余
白
に
、
物
語
の
詞
書
き
と
「
す
る
が
な
る
う
っ
の
山
へ
の
う
っ
畠
に
も
ゆ
め
に
も
人
に
あ
は
ぬ
な
り
け
り
」
の
歌
を
記
し

て
い
る
。
左
側
の
扇
に
は
、
菊
花
、
薄
、
そ
の
他
の
秋
草
を
描
き
、
上
段
に
、
次
の
よ
う
な
詞
書
き
が
あ
る
。

▲
あ
ふ
き
、
お
は
な
、
き
く
、
ふ
ぢ
は
か
ま
、
き
ふ
や
う
を
か
き
た
り
、
こ
れ
に
発
句
せ
よ
と
あ
り
け
れ
は
、
あ
き
の
野
草
を
歌
に

よ
み
け
り
、
ふ
ぢ
は
か
ま
ぬ
し
は
た
れ
と
も
し
ら
露
の
こ
ほ
れ
て
に
ほ
ふ
の
へ
の
秋
風
、
い
と
か
く
や
袖
は
こ
ほ
れ
し
野
へ
に
出
て

む
か
し
も
あ
き
の
花
を
み
し
か
と

歌
が
す
こ
し
出
来
過
ぎ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
詞
書
き
は
師
宣
が
草
し
た
も
の
と
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
発
句
を
と
の
要
請
に

歌
詠
に
及
ん
だ
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
和
歌
も
発
句
も
ご
く
親
し
い
も
の
と
弁
え
ら
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
か
。

－26－



菱川師宣絵づくし考（鈴木）

づ
い
た
も
の
で
、
扇
絵
が
師
宣
の
創
意
工
夫
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
古
典
の
優
雅
な
世
界
と
当
世
の
妖
艶
、
卑
俗
な
世
界
と
の
落
差
表
現

は
、
浮
世
絵
師
の
も
っ
と
も
得
意
と
す
る
趣
向
で
あ
っ
た
。

ま
た
貞
享
二
年
四
月
刊
の
⑰
『
源
氏
大
和
絵
鑑
』
は
、
外
題
に
「
絵
づ
く
し
」
の
語
を
付
す
こ
と
は
な
い
が
、
半
丁
づ
っ
円
形
に
源
氏

絵
を
描
き
入
れ
た
、
典
型
的
な
手
本
集
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
序
文
に
、

源
氏
物
語
の
絵
と
て
画
師
の
か
け
る
を
見
れ
共
、
分
明
に
見
わ
け
か
た
け
れ
は
、
そ
の
巻
々
の
絵
こ
と
は
り
を
書
加
へ
、
井
御
製
の

短
歌
を
頭
書
に
し
て
、
源
氏
絵
鑑
と
名
付
、
絵
本
又
は
御
な
く
さ
み
の
た
め
し
に
と
い
ふ
の
み

（
銘
）

と
識
し
、
旧
来
の
絵
師
に
よ
る
源
氏
絵
の
分
か
り
に
く
さ
を
補
う
た
め
に
、
首
書
と
し
て
御
製
の
和
歌
を
伴
う
詞
書
を
添
え
、
手
本
に
供

す
る
よ
し
を
い
う
。
土
佐
、
狩
野
、
長
谷
川
家
な
ど
の
本
画
師
の
描
く
絵
に
拠
り
な
が
ら
も
、
首
書
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
区
別
性

を
強
調
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
絵
そ
の
も
の
は
、
『
源
氏
小
鏡
』
の
挿
絵
に
近
似
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
師
宣
の
工
夫
が
加
え

ら
れ
た
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
が
こ
の
『
源
氏
大
和
絵
鑑
』
に
限
っ
て
「
絵
づ
く
し
」
と
し
な
か
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
『
大
和
絵
づ
く
し
』
『
団
扇
絵
づ
く
し
』
『
源
氏
大
和
絵
鑑
』
に
通
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
す
べ
て
土
佐
、
狩

野
、
長
谷
川
な
ど
の
和
画
の
作
例
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
源
氏
大
和
絵
鑑
』
の
場
合
は
、
『
源
氏
小
鏡
』
な
ど
に
よ
り
、
源
氏

絵
そ
の
も
の
は
模
写
に
近
い
形
で
写
さ
れ
て
い
る
が
、
『
大
和
絵
づ
く
し
』
と
『
団
扇
絵
づ
く
し
』
は
、
か
な
り
の
程
度
で
、
師
宣
の
創

意
工
夫
が
認
め
ら
れ
る
。
師
宣
は
、
「
絵
づ
く
し
」
を
出
す
に
当
た
っ
て
、
大
和
絵
様
式
、
謡
曲
や
古
浄
瑠
璃
の
知
識
、
和
歌
の
嗜
み
、

そ
し
て
時
に
危
う
い
面
の
否
め
な
い
も
の
の
、
『
源
氏
物
語
』
そ
の
他
の
古
典
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
取
り
込
ん
だ
図
描
も
試
み
て
い
る
。
も

と
よ
り
、
画
技
に
抜
き
ん
で
た
力
量
を
示
し
、
浮
世
絵
師
と
し
て
当
世
の
世
話
言
葉
や
人
情
世
態
に
も
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
絵
本
」
の
成
立
は
、
改
め
て
師
宣
と
い
う
稀
代
の
才
能
を
得
て
は
じ
め
て
な
し
得
た
と
い
う
感
を
深
く

し
た
次
第
で
あ
る
。
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（
８
）
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
一
巻
、
一
九
八
四
年
一
○
月
、
岩
波
書
店
、
一
六
二
頁
。

（
９
）
吉
田
幸
一
編
、
近
世
文
蕊
資
料
型
『
石
川
流
宣
画
作
集
』
古
典
文
庫
、
一
九
九
五
年
九
月
、
二
五
五
頁
。

（
皿
）
井
上
隆
明
編
『
改
訂
増
補
近
世
書
林
板
元
総
覧
』
平
成
十
年
二
月
、
青
裳
堂
書
店
、
一
四
八
頁
。

（
、
）
「
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
」
第
十
一
巻
『
遊
女
評
判
記
集
』
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
、
解
題
一
○
～
一
二
頁
。
ま
た
野
間

光
辰
著
『
初
期
浮
世
草
子
年
表
』
昭
和
五
十
九
年
十
月
、
青
裳
堂
書
店
、
九
○
～
九
六
頁
。

（
胆
）
柏
崎
順
子
「
鱗
形
屋
」
、
『
言
語
文
化
』
第
四
十
七
巻
、
二
○
一
○
年
一
二
月
、
一
橋
大
学
語
学
研
究
室
。

（
昭
）
松
平
進
、
日
本
書
誌
学
大
系
訂
『
師
宣
祐
信
絵
本
書
誌
』
、
昭
和
六
十
三
年
六
月
、
青
裳
堂
書
店
。

（
Ｍ
）
浅
野
秀
剛
「
近
世
絵
本
の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
江
戸
の
絵
本
ｌ
画
像
と
テ
キ
ス
ト
の
綾
な
せ
る
世
界
ｌ
」
（
二
○
一
○
年
三
月
、

八
木
書
店
）
所
収
、
二
五
頁
。

へへへへへへへへ
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岩
波
書
店
、
九
二
頁
。

『
角
川
古
語
大
辞
典
』
第
五
巻
、
平
成
十
一
年
三
月
、
角
川
書
店
。

土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
一
九
八
○
年
、
岩
波
書
店
、
八
一
六
頁
。

日
本
古
典
文
学
大
系
別
『
古
今
著
聞
集
』
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
、
岩
波
書
店
、
三
一
○
頁
。

日
本
思
想
体
系
『
古
代
中
世
芸
術
論
』
、
一
九
七
三
年
一
○
月
、
岩
波
書
店
、
七
○
六
頁
。

小
林
忠
「
土
佐
派
の
衰
微
と
光
則
の
悲
願
」
、
『
土
佐
光
則
絵
手
鑑
』
（
一
九
七
二
年
、
フ
ジ
ア
ー
ト
出
版
）
所
収
。

日
本
古
典
全
書
『
近
松
門
左
衛
門
集
』
中
、
昭
和
二
十
六
年
八
月
、
朝
日
新
聞
社
、
一
五
一
、
一
五
四
頁
。

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
け
い
せ
い
色
三
味
線
け
い
せ
い
伝
受
紙
子
世
間
娘
気
質
』
（
長
谷
川
強
校
注
）
一
九
八
九
年
八
月
、
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（
別
）
鱗
形
屋
再
板
本
「
大
和
絵
む
し
や
絵
つ
く
し
」
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
、
二
○
○
○
・
八
一
五
。

（
班
）
水
谷
不
倒
『
草
双
紙
と
読
本
の
研
究
』
、
『
水
谷
不
倒
著
作
集
』
第
二
巻
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
十
八
年
）
所
収
。

（
躯
）
岡
本
勝
編
『
近
世
上
方
子
供
絵
本
集
』
昭
和
五
十
七
年
、
角
川
書
店
。
な
お
、
時
代
は
下
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
の
赤
豆

本
八
冊
の
中
に
も
『
福
神
ゑ
づ
く
し
』
が
あ
る
。
享
保
八
年
正
月
、
山
本
九
左
衛
門
刊
。

（
羽
）
岡
本
勝
著
『
子
ど
も
絵
本
の
誕
生
』
昭
和
六
十
三
年
七
月
、
弘
文
堂
、
一
六
一
頁
。

（
別
）
中
村
幸
彦
、
日
野
龍
夫
編
『
新
編
稀
書
複
製
会
叢
書
』
第
五
巻
、
平
成
元
年
十
二
月
復
刊
、
臨
川
書
店
。

（
妬
）
『
子
ど
も
絵
本
の
誕
生
』
一
三
二
頁
。

（
邪
）
佐
藤
悟
「
菱
川
絵
本
の
諸
問
題
」
、
千
葉
市
美
術
館
編
『
菱
川
師
宣
』
、
平
成
十
二
年
。

（
”
）
佐
藤
悟
「
菱
川
師
宣
の
再
検
討
」
、
『
た
ば
こ
と
塩
の
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
四
号
、
一
九
九
一
年
三
月
。

（
肥
）
天
理
図
書
館
蔵
本
。
「
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
」
第
六
十
七
巻
『
師
宣
政
信
絵
本
集
』
所
収
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
、

へへへ
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（
咽
）
「
林
美
一
江
戸
艶
本
集
成
」
第
一
巻
『
菱
川
師
宣
・
西
川
祐
信
』
二
○
一
三
年
三
月
、
河
出
書
房
新
社
、
九
三
頁
。

（
焔
）
千
葉
市
美
術
館
編
『
菱
川
師
宣
』
平
成
十
二
年
、
一
五
七
、
八
頁
。

（
Ⅳ
）
天
和
三
年
五
月
は
、
刊
語
の
表
記
「
や
よ
ひ
」
、
書
騨
や
絵
師
の
署
名
の
体
裁
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
天
和
二
年
三
月
初
刊
か
。

（
肥
）
「
林
美
一
江
戸
艶
本
集
成
」
第
一
巻
『
菱
川
師
宣
・
西
川
祐
信
』
一
○
四
頁
。

（
羽
）
『
大
和
絵
づ
く
し
』
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
、
二
○
○
六
・
一
七
三
七
。

（
釦
）
『
絵
本
宝
鑑
』
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、
二
二
・
三
○
七
。

「
林
美
一

同
右
、

八
木
書
店
。 一

○
六
頁
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Ｉ
Ｆ
ｒ
１
ｌ
、

（
劃
）
『
禰
湘
八
景
図
画
詩
歌
』
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
、
ナ
八
・
三
。
「
月
明
荘
」
、
「
拝
土
蔵
書
」
。

（
犯
）
中
野
三
敏
『
戯
作
研
究
』
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
、
中
央
公
論
社
、
「
戯
作
研
究
序
説
」
一
○
頁
に
言
及
が
あ
る
。

（
認
）
市
古
夏
生
編
『
元
禄
・
正
徳
板
元
別
出
版
書
総
覧
』
、
二
○
一
四
年
十
一
月
、
勉
誠
出
版
。

（
狐
）
「
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
」
第
六
十
七
巻
『
師
宣
政
信
絵
本
集
』
。

（
弱
）
岩
崎
文
庫
貴
重
本
叢
刊
近
冊
編
第
五
巻
『
菱
川
師
宣
絵
本
』
、
昭
和
四
十
九
年
七
月
、
貴
重
本
刊
行
会
。

（
錨
）
「
九
曜
文
庫
蔵
源
氏
物
語
享
受
資
料
影
印
叢
書
」
岨
『
紫
文
蜑
之
噌
・
源
氏
大
和
絵
鑑
・
絵
本
草
源
氏
・
絵
本
藤
の
縁
』
二
○
○

九
年
六
月
、
勉
誠
出
版
。
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